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 １．はじめに 
富山大学は、平成２５年４月１０日（水）に、総合情報基盤センターにおいて、平成２４年１０月から平成２５年４月１日までに採用された１４名の事務系・技術系職員を対象に「平成２５年度富山大学新任職員対象パソコン研修（Excel 講習）」を実施した。 パソコン研修は、採用職員の「業務でExcelの使用を求められるが、教えられていない。」との声を契機としたもので、今年で４年目を迎えた。 初任者にExcelの基本的な操作や様々な業務で良く使われる機能の使い方を習得してもらい、
Excel を使う業務に早く馴染めるようになり、効率よく業務を行えるようになることを目的としている。 
 ２．研修に向けて 
研修に向けては、個人のレベルを把握するため、事前に２回にわたりアンケートを実施（テキスト配付時と２月末の２回）し、研修全体を通したサポートに活かしている。 使用するテキストは、前年度の研修生からの意見も参考に、毎年見直しを行っている。今年度は、若手職員から日常業務におけるExcelの使用状況についてデータを提供してもらい、使用頻度をテキストに反映させている。 テキストは、事前に研修生へ配付され、十分に予習を行った上で、研修に臨むことができており、講習時のレベル差の縮小に役立っている。 
 ３．Excel講習 
当日は、太田学術情報部情報政策グループ長の 「情報倫理」の講義からはじまり、総合情報基盤センター及び学術情報部情報政策グループの講師１名、サポーター３名により、「関数の利用」、
「条件付き書式の利用」、「データベース機能の利用」、「テキスト形式のファイルの扱い」など、習熟度に応じた演習が行われ、中・上級者向けには、多数の確認問題が用意されるなど、密度のある内容となっている。  ４．研修効果 
研修後、研修生にアンケートを行い、理解度など、研修の効果を確認するとともに、満足度・改善点・研修に対する要望等を回答してもらい、次年度の研修に活かしている。 以下に、主なアンケート結果を掲げる。 
 ・開催時期  丁度良い（９３％）、別の時期が良い（７％） ・講習内容 難しい（７％）、やや難しい（３６％）  丁度良い（５０％）、易しい（７％）   ・講習内容の理解 良くできた（１４％）、できた（７２％）、どちらともいえない（１４％） ・講習で配布したテキストの構成や説明 良い（７２％）、やや良い（１４％）、 どちらともいえない（１４％） 
 また、アンケート結果から、使用したことがない関数については、やや難しいと感じた研修生が多かったが、全体を通じて、理解できていることが伺える。 
 今年も、総合情報基盤センター並びに学術情報部情報政策グループにご尽力いただき、新任職員向けのパソコン研修を効果的に実施することができた。紙面をお借りして関係の皆様に感謝申し上げたい。 
